
問文化課文化財保護係　 71・2464　 71・2338

●時間
▷午前の部　午前 10 時 30 分～正午
▷午後の部　午後２時～３時 30 分
●場所
穂高交流学習センター「みらい」
多目的交流ホール
●プログラム
▷映画「よみがえる安曇野」
▷音楽会「早春賦」の合唱ほか
▷メイキング映像上映
●入場料　無料
●申し込み　不要

あづみのフィルムアーカイブ

　「あづみのフィルムアーカイブ」は、各家庭に眠っている８㍉フィルムを発
掘し、昭和 30年代から 50年代にかけての安曇野の暮らしや文化風習を映像
でよみがえらせる事業です。今回上映する「よみがえる安曇野」は、市民か
ら提供された 276 本のフィルムのうち、約半数をデジタル編集して制作した
貴重な映像史料です。

映画 「よみがえる安曇野」 上映
3/26
（土）

　映画には、お宮参りや七五三、入学式などの子ども
の成長記録をはじめ、結婚式などの祝い事、地区の運
動会や祭り、農作業など家族や地域の結びつきが強かっ
た時代の日常が記録されています。

　昔を懐かしむとともに、時代を築き上げてきた人々
の空気に触れながら、未来の安曇野の姿を一緒に考え
てみませんか。ぜひ、お出掛けください。

発
映像
民か
た

映

附属機関等の委員公募……３
井戸の設置状況届出を……５
自殺対策強化月間…………７
レッドデータブック展……９
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穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

市
民
説
明
会

問 
長
寿
社
会
課
長
寿
福
祉
係

（

71
・
２
２
５
４　

71
・
２
３
２
８
）

　

市
で
は
、
本
年
10
月
（
予
定
）
に

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
が
開
館
す
る
こ
と
に

伴
い
、
温
泉
施
設
の
統
合
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
穂
高
宮
城
地
区
に
あ

る
穂
高
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と

今
後
の
予
定
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
15
日
（
火
）

　

午
後
７
時
〜

●
場
所　

穂
高
会
館　

第
１
・
第
２
会

議
室

●
申
し
込
み　

不
要

野
ね
ず
み
一
斉
駆
除

〜
誤
飲
防
止
に
ご
協
力
を
〜

問 

農
政
課
集
落
支
援
担
当

（

71
・
２
４
２
９　

71
・
２
５
０
７
）

　

市
と
Ｊ
Ａ
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
で

は
、野
ね
ず
み
一
斉
駆
除
を
行
い
ま
す
。

農
耕
地
や
あ
ぜ
の
ね
ず
み
の
穴
な
ど
に

薬
剤
を
仕
掛
け
ま
す
。
子
ど
も
や
ペ
ッ

ト
が
誤
っ
て
口
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
に
、誤
飲
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
12
日
（
土
）

※
大
雨
の
場
合
は
、
翌
日
13
日
（
日
）、

大
雪
の
場
合
は
、
19
日
（
土
）
に
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
実
施
地
域　

豊
科
・
穂
高
・
堀
金
・

明
科

●
使
用
薬
剤　

▽
豊
科
・
穂
高
・
堀
金

地
域　

メ
リ
ー
ネ
コ
り
ん
化
亜
鉛
１

㌫
▽
明
科
地
域　

ヤ
ソ
ヂ
オ
ン

若
者
の
悪
質
商
法
被
害

〜
春
先
は
特
に
ご
注
意
を
〜

問 

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６　

72
・
３
１
７
６
）

　

若
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
は
、
一
人

暮
ら
し
を
始
め
た
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
い
始
め
た
り
す
る
人
が
増
え
る

春
先
に
注
意
が
必
要
で
す
。
次
の
事
例

を
参
考
に
、
悪
質
商
法
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
詐
欺

●
事
例　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け

た
安
売
り
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト

で
購
入
を
決
め
て
代
金
を
振
り
込
ん

だ
が
、
商
品
が
届
か
な
い
。
業
者
も

音
信
不
通
で
連
絡
が
つ
か
な
い
。

●
対
策　

商
品
を
購
入
す
る
前
に
事
業

者
の
基
本
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
時
は
、
確
認
画
面
や

確
認
メ
ー
ル
を
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
商
法

●
事
例　
「
モ
デ
ル
に
な
ら
な
い
か
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
説
明
を
聞
く
と
、

無
料
美
顔
エ
ス
テ
を
受
け
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
、
サ
ロ
ン
で
美
顔
器
や
化

粧
品
を
買
わ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
担

当
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

●
対
策　

声
を
掛
け
ら
れ
て
も
即
答
せ

ず
に
、
相
手
の
名
刺
を
も
ら
っ
て
家

族
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

個
人
情
報
は
絶
対
に
教
え
な
い
で
く

だ
さ
い
。

ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺

●
事
例　

好
奇
心
で
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

を
閲
覧
。「
入
口
」
や
「
18
歳
以
上

は
こ
ち
ら
」
の
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

し
た
と
こ
ろ
、
突
然
「
登
録
が
終
了

し
ま
し
た
」
と
の
画
面
が
出
現
し
、

請
求
画
面
が
消
え
な
く
な
っ
た
。

●
対
策　

利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
画
面

を
消
す
に
は
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
（
独
立
行
政

法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
）
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

自衛官等の募集

　防衛省では、以下の予定で各募集種目の受け付けおよび採用試験を実施します。
募集種目 応募資格 受付期間 試験日

予備自衛官補
一般 18歳以上 34歳未満

平成28年１月８日（金）から４月８日（金） ４月15日（金）～19日（火）のうち指定
される１日技能 18歳以上で国家免許資格等を有する者（資

格により 53歳未満～ 55歳未満）

幹部候補生
（男女）

一般
20 歳以上 26 歳未満（22 歳未満の者は大
卒（見込含））、修士課程修了者等（見込含）
は 28歳未満 平成28年３月１日（火）から５月６日（金）

１次試験　５月14日（土）・15日（日）
※15日（日）は飛行のみ
２次試験　６月14日（火）～17日（金）
３次試験（海・空のみ）
※（海）７月11日（月）～15日（金）
※（空）７月16日（土）～８月４日（木）

歯科・薬剤 専門の大卒（見込含）20歳以上 30歳（薬
剤は 28歳）未満の者

医科・歯科幹部 医師・歯科医師の免許取得者 平成28年２月１日（月）から４月22日（金） ５月13日（金）

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」　 36・2787

介
護
保
険
等
運
営
協
議
会

委
員
の
募
集

問 

介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

71
・
２
４
７
２　

71
・
２
５
０
３
）

　

市
介
護
保
険
等
運
営
協
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
、

「
市
老
人
福
祉
計
画
お
よ
び
介
護
保
険

事
業
計
画
」
の
策
定
や
評
価
、
施
策
の

円
滑
な
実
施
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

す
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
65
歳

以
上
の
人

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
申
し
込
み　

３
月
28
日
（
月
）
ま
で

に
、
申
込
書
と
小
論
文
「
こ
れ
か
ら

の
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
」（
８
０
０

字
以
内
、
書
式
自
由
）
を
介
護
保
険

課
（
１
階
11
番
窓
口
）
へ
持
参
・
郵

送
・
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
介
護
保
険
課
お
よ

び
各
支
所
地
域
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
応
募
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
選
考　

後
日
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
提
出
先　

〒
３
９
９
‐
８
２
８
１

（
住
所
記
載
不
要
）
介
護
保
険
課

ka-kaigohoken@
city.azum

ino.
nagano.jp

　平成 28年度の附属機関等の委員公募予定は以下のとおりです。
●注意　▷すでに公募により附属機関等の委員に就任している人は応募することができません。▷公募
については、委員会名称・募集時期・人数等変更になる場合があります。
※公募実施時に、広報で各委員を募集します。詳細は担当課へ問い合わせください。

●採用内容
委員会名 業務内容 人数 募集時期 任期 担当課

安曇野市介護保険等運営協議会

安曇野市老人福祉計画・介
護保険事業計画の策定およ
び事業の円滑かつ適正な運
営を図るため、協議する。

若干名 ３月 2年 介護保険課
71・2472

安曇野市男女共同参画推進審議会
男女共同参画の推進に関す
る必要な事項について調査
および審議をする。

3人 ４月 2年
人権男女共同
参画課
71・2406

安曇野市総合計画審議会
第 2次安曇野市総合計画の
策定について、諮問を受け
調査研究を行い答申する。

若干名 ４月
（予定） 2年 政策経営課

71・2401

安曇野市行政改革推進委員会

効率的な市政の実現に向
け、必要な事項や市長の諮
問に対して調査および審議
をする。

若干名 ５月 2年 行政管理課
71・2407

安曇野市スポーツ推進計画策定
委員会

スポーツ振興法の規定に基
づき、安曇野市スポーツ推
進計画の策定を行う。

2人 ７月
（予定） 2年 生涯学習課

71・2467

安曇野市地域福祉計画推進・策定
委員会

地域福祉計画の策定、推進、
進捗状況の点検・評価など
を行う。

3人 10月
（予定） 2年 長寿社会課

71・2253

安曇野市地域包括支援センター
運営協議会

安曇野市地域包括支援セン
ターが円滑・適正に運営さ
れるよう協議をする。

3人 平成29年
2月 2年 介護保険課

71・2474

附属機関等の委員公募予定

23 2016.3.2 2016.3.2
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慢
性
腎
臓
病（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）

安
曇
野
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

問 
健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
１
４　

81
・
０
７
０
３
）

　

３
月
10
日
の
世
界
腎
臓
デ
ー
に
合
わ

せ
て
、
腎
臓
の
働
き
や
慢
性
腎
臓
病
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

３
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時

〜
４
時
（
開
場　

午
後
１
時
）

●
場
所　

ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ　

中
ホ
ー
ル

●
内
容　

▽
第
１
部　

演
題
「
腎
臓

の
働
き
と
慢
性
腎
臓
病
」
床
尾
万
寿

雄
さ
ん
（
安
曇
野
赤
十
字
病
院　

内

科
部
長
）
演
題
「
安
曇
野
市
の
慢
性

腎
臓
病
の
現
状
と
取
り
組
み
」
健
康

推
進
課　

高
橋
正
子
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
長
▽
第
２
部　

演
題
「
慢
性
腎

臓
病
と
食
事
管
理
」
青
木
美
智
子
さ

ん
（
安
曇
野
赤
十
字
病
院　

栄
養
課

課
長
）
演
題
「
尿
検
査
の
見
方
・
考

え
方
」
小
林
則
善
さ
ん
（
安
曇
野
赤

十
字
病
院　

腎
臓
内
科
部
長
）
▽
質

疑
応
答

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

健
康
づ
く
り
講
演
会

問 

健
康
推
進
課
健
康
支
援
担
当

（

81
・
０
７
１
３　

81
・
０
７
０
３
）

　

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
で
は
、
生
活

習
慣
予
防
を
考
え
る
た
め
の
講
演
会
を

行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
12
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
講
師　

内う
ち
ば場
廉き
よ
し

さ
ん
（
長
野
市
大

岡
診
療
所　

所
長
）

●
内
容　

演
題
「
生
活
習
慣
病
予
防
に

つ
い
て
」

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

く
ら
し
と
健
康
の
相
談
会

問 

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

71
・
２
４
７
１　

71
・
２
３
２
８
）

　

失
業
・
倒
産
・
多
重
債
務
問
題
・
家

庭
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
と
、
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
師
に
よ
る
心
の
健
康
を
含
む
健
康
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
９
日（
水
）、16
日（
水
）、

23
日
（
水
）、
30
日
（
水
）

　

▽
午
前
10
時
〜
正
午

　

▽
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所

　

健
康
づ
く
り
支
援
課　
（

40
・

１
９
３
８
）に
、
希
望
相
談
日
の
２

日
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

重
度
心
身
障
害
者
福
祉
金
を

支
給
し
て
い
ま
す

問 

福
祉
課
障
が
い
福
祉
担
当

（

71
・
２
２
５
１　

71
・
２
３
２
８
）

　

知
的
・
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い

の
あ
る
人
の
福
祉
増
進
の
た
め
福
祉
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
で
申
請

が
済
ん
で
い
な
い
人
は
申
請
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在

宅
で
次
に
該
当
す
る
人

①
20
歳
未
満
の
障
が
い
児
・
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
〜
３
級
）

▽
療
育
手
帳
（
Ａ
・
Ｂ
）

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
児

童
の
う
ち
い
ず
れ
か

②
20
歳
以
上
の
精
神
障
が
い
者

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
１

〜
２
級
）
の
み

●
支
給
内
容　

月
額
２
０
０
０
円
を
通

算
し
、
４
月
、
10
月
の
年
２
回
支
給

●
申
請
方
法　

障
害
者
手
帳
・
印
鑑
・

振
込
先
の
通
帳
を
持
参
の
上
、
福
祉

課
（
１
階
14
番
窓
口
）
ま
た
は
各
支

所
地
域
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

～高森信子先生による精神保健福祉講座パート３ in 安曇野～
風通しの良いコミュニケーションを！

　精神障がい者の回復力、成長力を高めるため、精神保健福祉講座を開催します。内容は日常生活上の
コミュニケーションの方法を集団で学習・習得（SST）します。
●日時　３月 13 日（日）
　▷午前 10 時～正午（当事者ＳＳＴ）▷午後１時～３時 30 分（家族ＳＳＴ）
●場所　市役所　４階大会議室
●講師　高森信子さん（ＳＳＴリーダー）
●費用　無料
●申し込み　不要
問福祉課障がい福祉担当　 71・2251　 71・2328
　三郷にに八（水谷さん）　 090・9664・7361

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

問 

経
営
管
理
課
庶
務
担
当

（

71
・
２
２
７
１　

72
・
３
１
７
６
）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
た
め
検
針
員

が
訪
問
し
ま
す
。
検
針
期
間
中
は
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
に
車
な
ど
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、積
雪
で
埋
ま
っ

て
い
る
箇
所
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周

辺
の
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間　

３
月
16
日（
水
）〜
25
日（
金
）

●
対
象　

穂
高
・
三
郷
地
域

●
問
い
合
わ
せ　

市
上
下
水
道
料
金

セ
ン
タ
ー　

72
・
４
３
３
３　

72
・
４
４
０
０

犬
の
引
っ
越
し
手
続
を
お
忘
れ
な
く

問 

環
境
課
環
境
保
全
担
当

（

71
・
２
４
９
１　

72
・
３
１
７
６
）

　

犬
の
飼
い
主
が
引
っ
越
す
場
合
は
、

30
日
以
内
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
届

け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
場
合　

前

の
市
町
村
で
交
付
さ
れ
た
犬
鑑
札
と

飼
い
主
の
印
鑑
を
持
参
し
、
環
境
課

（
２
階
5
番
窓
口
）
ま
た
は
各
支
所

地
域
課
で
登
録
変
更
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
他
市
町
村
へ
転
出
し
た
場
合　

市
で

交
付
し
た
犬
鑑
札
を
持
参
し
、
転
入

し
た
市
町
村
窓
口
で
登
録
変
更
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
安
曇
野
市
へ

の
届
け
出
は
不
要
で
す
。

●
飼
い
主
の
変
更
を
す
る
場
合　

犬
鑑

札
を
持
参
し
、
新
し
い
飼
い
主
が
お

住
ま
い
の
市
町
村
へ
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

●
そ
の
他　

犬
鑑
札
を
紛
失
し
た
場
合

は
、
再
交
付
手
数
料
１
６
０
０
円
が

必
要
で
す
。

司
法
書
士
に
よ
る

借
金
・
多
重
債
務
電
話
相
談
会

問 

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６　

72
・
３
１
７
６
）

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、「
病
気

で
働
け
な
い
た
め
借
金
の
返
済
が
困
難

で
あ
る
」「
借
金
の
支
払
い
を
す
る
と

生
活
費
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど

の
電
話
無
料
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
26
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
電
話
番
号　

０
１
２
０
・
４
４
８
・

　

７
８
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

●
費
用　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

広
報
担
当　

０
２
６
７
・
６
６
・

　

３
５
６
７

　市地下水の保全・涵
かんよう

養および適正利用に関する条例（以下条例）に基づき届け出をお願いします。

１．井戸をお持ちの人は、届け出が必要です
平成 25 年４月１日以前から市内に井戸を所有している人、または市内の井戸を借り受けている人は、
氏名や井戸の設置場所、取水量など届け出が必要となります。届け出を済ませていない人は、次のと
おり早目の届け出をお願いします。
●書類入手方法　「地下水採取届出書」は、環境課（２階5番窓口）、各支所地域課、または市のホームペー
ジから入手できます。
●提出先　〒 399-8281（住所記載不要）環境課または、各支所地域課

２．１日 10㌧以上利用者は、毎年報告をお願いします
同一敷地内で１日 10トン以上の地下水を取水している人は、前年度の取水量を毎年５月 31日までに報
告をしてください。報告書類は「地下水採取量報告書」で、書類の設置および提出先は上記と同じです。

３．井戸の新設や増設時は事前に相談ください
井戸の新設や増設をする場合は、事前の届け出が必要です。また、規定量以上（１日 100㌧以上、また
は取水口の断面積が 12 平方センチメートル以上）の地下水を新規に取水する場合（増設の場合を含む）、
あるいは規定量以下であっても取水が水道水源および井戸、湧水に支障を及ぼすことが予想される場
合は、事前に協議を行い、市が計画変更や中止を求める場合もあります。書類の設置および提出先は
上記と同じですが、事前に環境課へ相談ください。

問環境課環境保全担当　 71・2491　 72・3176

地下水を利用する皆さんへ　井戸の設置状況など届け出を

高森信子さん
　教職とアートセラピスト、
東京大学 SST リーダー養成研
修を経て、1989 年より当事者
の地域作業所、デイケア、各
地域の家族会などの SST リー
ダーとして活躍中。

ム
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烏
川
体
験
農
場　

会
員
募
集

問 

農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０　

71
・
２
５
０
７
）

　

烏
川
体
験
農
場
の
新
規
会
員
を
募
集

し
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
農
業
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人

●
募
集
人
数　

10
人
（
先
着
順
）

●
活
動
期
間　

３
月
〜
12
月

●
場
所　

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
育
苗
ハ
ウ
ス
東

側
農
場

●
内
容　

▽
自
家
用
野
菜
の
種
ま
き
か

ら
収
穫
ま
で
の
管
理
▽
学
校
給
食
へ

の
供
給
野
菜
の
生
産
・
出
荷
▽
仲
間

と
の
交
流
な
ど

●
栽
培
品
目　

レ
タ
ス
・
ト
マ
ト
・
玉

ネ
ギ
・
野
沢
菜
・
給
食
品
目

●
年
会
費　

５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

３
月
７
日
（
月
）
か
ら

４
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
堀
金
営
農

セ
ン
タ
ー
（

73
・
２
５
１
９
）
へ
電

話
で
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。（
受
付
時
間
は
、
平

日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
細
は
、
北
林
さ
ん

（
体
験
農
場
）

０
９
０
・４
４
６
４
・

　

０
４
４
３
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
農
園　

利
用
者
募
集

問 

農
政
課
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

（

71
・
２
４
３
０　

71
・
２
５
０
７
）

　

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま

す
。
自
家
野
菜
の
栽
培
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
人
（
農
業
者
を

除
く
）

●
申
し
込
み　

３
月
７
日
（
月
）
か
ら

15
日
（
火
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
希
望
す
る
農
園
を
農
政

課
へ
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）

●
そ
の
他　

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合

は
、３
月
23
日
（
水
）
〜
25
日
（
金
）

に
抽
選
を
行
い
ま
す
。

日
本
語
教
室
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ

問 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

（

71
・
２
４
６
６　

71
・
２
３
３
８
）

　

外
国
人
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
日

本
語
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
、
高
校

生
か
ら
70
歳
代
ま
で
幅
広
い
世
代
の
人

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

●
開
催
日
時
・
会
場

　

▽
豊
科
教
室　

豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
じ　

毎
週
日
曜
日　

午
前

10
時
〜
正
午

▽
穂
高
教
室　

穂
高
公
民
館　

毎
週

土
曜
日　

午
後
２
時
〜
４
時

▽
三
郷
教
室　

三
郷
公
民
館　

毎
週

土
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
堀
金
教
室　

堀
金
公
民
館　

毎
週

日
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

●
対
象　

日
本
語
教
室
の
運
営
に
携
わ

り
、
日
本
語
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
人
。
資
格
等
は

問
い
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み　

３
月
18
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
受

付
時
間
は
、
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
）

火
災
を
防
ご
う

問 

危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９　

72
・
６
７
３
９
）

　

火
災
の
主
な
発
生
原
因
は
、
た
き
火

や
放
火
お
よ
び
放
火
の
疑
い
な
ど
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、空
気
が
乾
燥
し
、

山
火
事
発
生
の
危
険
が
高
い
時
期
と
な

り
ま
す
。
風
の
強
い
日
や
、
空
気
が
乾

燥
し
て
い
る
と
き
は
、
た
き
火
や
火
入

れ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
放
火
を
防
ぐ
た
め
に
、 

家
の

周
り
に
は
、
新
聞
や
雑
誌
な
ど
、
燃
え

や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
、
夜

間
は
、
家
の
周
り
や
駐
車
場
を
明
る
く

す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
放
火
さ
れ
に
く

い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

●
問
い
合
わ
せ

豊
科
消
防
署
（

72
・
３
１
４
５
）

穂
高
消
防
署
（

82
・
３
２
６
２
）

梓
川
消
防
署
（

78
・
２
０
９
０
）

明
科
消
防
署
（

62
・
２
９
９
２
）

自動車事故による被害者保護制度

介護料の支給
　自動車事故により「脳」、「脊椎」、「胸腹部臓器」を損傷し、重度の後遺障害（自賠法施行令別表第一の
「第１級１・２号」「第２級１・２号」に認定、若しくは同程度）を持つため、日常生活動作について「常時」
または「随時」の介護が必要となった場合に、次のとおり介護料を支給します。
●支給額（月額）　特Ⅰ種　68,440 円～ 136,880 円　Ⅱ種　58,570 円～ 108,000 円　Ⅲ種　29,290 円～ 54,000
円
交通遺児等への育成資金の無利子貸付
　自動車事故により保護者が亡くなったり、重度後遺障害を残すことになった家庭の中学校卒業までの子ど
もを対象に、育成資金を無利息で貸し付けしています。詳細は問い合わせください。
問 独立行政法人自動車事故対策機構長野支所　 026・480・0521　 026・263・1570
http://www.nasva.go.jp

屋
敷
林
フ
ォ
ー
ラ
ム

問 

観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

71
・
２
０
５
３　

72
・
１
３
４
０
）

　

安
曇
野
に
残
る
屋
敷
林
と
歴
史
的
な

ま
ち
な
み
を
通
し
て
、
未
来
の
生
活
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
元
武
蔵

野
市
長
の
土
屋
正
忠
さ
ん
を
招
き
、
緑

化
政
策
の
先
進
地
で
あ
る
武
蔵
野
市
の

取
り
組
み
や
在
任
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

３
月
19
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所　

市
役
所　

４
階
大
会
議
室

●
費
用　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

●
主
催　

屋
敷
林
と
歴
史
的
な
ま
ち
な

み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●募集農園一覧
場所 区画数 農園面積・利用料（１区画）

豊科下飯田農園 ３
30平方㍍　1,200 円

豊 科 熊 倉 農 園 ２

豊科下鳥羽農園 １
50平方㍍　2,000 円

豊 科 新 田 農 園 ４

堀金ふれあい農園 28 40 平方㍍　1,600 円

三 郷 小 原 農 園 29

36 平方㍍　1,400 円三 郷 中 萱 農 園 39

三郷一日市場農園 17

　「消えてしまいたい」「家族や知人に死にたいと訴える人がいる」
「身内が自殺して辛い」などの自殺に関する相談も受け付けます。
こころの健康相談統一ダイヤル　 0570・064・556（受付時間は平日、午前９時 30 分～午後４時）

１．気付き
　家族や仲間の変化に気付くことが大切です。
気付いたら、まず声を掛けてみましょう。

３．つなぎ
　当事者に、早めに専門家へ相談する
ように促しましょう。一人で悩んでい
るだけでは解決しないことも、専門家
に相談することで具体的な解決の糸口
が見つかるかもしれません。

２．傾聴
　本人の気持ちを尊重して、耳を傾けましょう。
その際に話題をそらしたり、訴えや気持ちを否
定したりするなど表面的な励ましは逆効果です。

４．見守り
　周囲の人は温かく寄り添いながら、じっくり
と見守りましょう。今までどおり自然な雰囲気
で声を掛けたり、体や心の負担が減るよう配慮
したりして、回復を支えましょう。

自殺対策強化月間 問健康推進課保健予防係　 71・2471　 71・2328

　３月は自殺対策強化月間です。
身近な人の悩みに気付いてください。

　安曇野に残る屋敷林

４

と
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春休み親子ガラス体験イベント

　吹きガラス体験に親子でチャレンジしてみませんか。
●日時　３月 21 日（月）・22 日（火）
　　　▷午前の部　午前９時～　▷午後の部　午後１時 30 分～
　　　※時間の指定は出来ません。
●場所　あづみ野ガラス工房
●体験内容　グラス、そばちょこ、一輪挿し、クリーマーのいずれかを吹きガラスで制作
●参加費　小学生無料、保護者 1,620 円（通常の半額）
●定員　100 人（先着順）
●申し込み　３月 18 日（金）～ 20 日（日）に、あづみ野ガラス工房へ電話で申し込みください。（受付時間
は午前９時～午後４時 30 分）
問あづみ野ガラス工房　  72・8030

問豊科郷土博物館　 72・5672　 72・7772

体験

臼井吉見文学館　友の会
春の講演会

問 臼井吉見文学館
　   72・6743

　長年、学校教育に携ってきた内
田さんの講演会です。臼井吉見と
親交を深めてきた内田さんが、感
銘を受けた臼井の言葉などを紹介
します。
　３月 20日（日）
午後１時 30分～３時 30分

　堀金公民館２階講義室
　演題「精神的な陽転が大事～私
は臼井のファンになった～」

　内田昭三さん（元豊科公民館長）
　無料
　不要

日

場
内

講
費
申

堀金図書館開館記念イベント
お話会

問 中央図書館
　 84・0111　 84・0116

　堀金図書館は４月１日（金）に
堀金支所へ移転します。開館を記
念し、新しい図書館内でお話会を
開催します。
　４月２日（土）
▷乳幼児対象　午前 10 時 30 分
～ 11時
▷幼児対象　午後２時～３時
　堀金図書館絵本コーナー
　（乳幼児対象）わらべうた、絵本、
エプロンシアター

（幼児対象）大型絵本、紙芝居など
　無料
　不要

日

場
内

費
申

貞享義民記念館
第13回三郷美術会新春小品展

問 貞享義民記念館
　  77・7550　  77・7551

　三郷美術会の会員 26人による小
品展です。絵画や彫塑、工芸を展
示します。
　３月６日（日）～ 21日（月）
午前９時～午後５時
（21日は午後４時まで）
　記念館　企画展示室
　無料（常設展は有料）
※休館日　月曜日（月曜日が祝日
の場合はその翌日）

日

場
費

明科図書館
　　やよい三月おはなし会

問 明科図書館
　  62・1122　  62・1124

　すてきな絵本や紙芝居、手遊び
で楽しいひと時を過ごしましょう。
大人でも楽しめる内容です。
　３月 12日（土）
午前 11時～正午

　明科子どもと大人の交流学習施
設「ひまわり」ハーモニーホー
ル

　小中学生、一般（未就学児は保
護者同伴で参加ください）

　お話の会の皆さん
　無料
　60人
　不要

日

場

対

講
費
定
申

安曇野髙橋節郎記念美術館

問 安曇野髙橋節郎記念美術館　  81・3030　  82・0551

穂高交流学習センター「みらい」
常念校長・佐藤嘉市と
大正期の常念岳登山

問 穂高交流学習センター「みらい」　
 81・3111　  82・0966

　堀金図書館のリニューアルオー
プンに合わせ、大正時代中期の堀
金尋常高等小学校（現・堀金小学校）
校長を務めた佐藤嘉市と、常念岳
登山に関する展示を行います。
　３月８日（火）～４月 24日（日）
午前９時～午後９時 30分

　穂高交流学習センター「みらい」
交流ギャラリー

　無料
　不要
※休館日　月曜日（月曜日が祝日
の場合はその翌日）

日

場

費
申

豊科近代美術館
春を呼ぶコンサート

問 豊科近代美術館　  73・5638　  73・6320

　ヴァイオリンとピアノの演奏で、一足早い春のひと時をお楽しみください。
　３月６日（日）午後２時～３時 30分
（開場　午後１時 30分）
　美術館　多目的ホール
　出演者　近藤聡さん（ヴァイオリン）、宮下絵美さん（ピアノ）
　無料（美術館の入館料が必要です）
　不要

日

場
内
費
申

大島和芳　絵画展
　市内在住の画家、大島和芳さん
による作品展です。日展入賞作品
など約 50点を展示します。
　３月 17日（木）～ 30日（水）
午前９時～午後５時

　美術館　水辺のギャラリー、南
の蔵

　無料
※休館日　３月 22日（火）、28日
（月）

日

場

費

早春邦楽演奏会
　美術館の敷地にある伝統家屋の
旧髙橋家住宅主屋で尺八・箏

こと

・ピ
アノの演奏会を行います。
　３月 19日（土）
午後２時～３時

　美術館　主屋
　安藤登志子さん（箏）、河上美喜
子さん（箏）、中澤弘子さん（ピ
アノ）、渡辺清堂さん（尺八）に
よる「春の海」「花紅葉」などの
演奏

　無料
　不要

日

場
内

費
申

安曇野市版レッドデータブック展

　平成 26 年に刊行した「安曇野市版レッドデータブック」から、春の山里や、草原環境でみられる昆虫類な
どを中心に紹介します。
●日時　３月 12 日（土）～４月 10 日（日）午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
●場所　豊科郷土博物館　２階展示室
●入館料　大人 100（80）円　（　）は 20 人以上の団体料金
　　　　　中学生以下・市内在住の 70 歳以上の人は無料
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
展覧会関連イベント
自然観察会
野鳥をとおして生態環境を観察し、安曇野の自然を学ぶ講座です。
●日時　３月26日（土）午前９時～11時　●場所　御宝田遊水地～犀川沿い（予定）　●参加費　200円（保険料等）
●定員　20 人（先着順）　●申し込み　３月８日（火）～ 24 日（木）に博物館へ電話で申し込みください。
生き物たちの未来を考える
レッドデータブックに触れながら、希少種の保存などをテーマにディスカッションをします。
●日時　３月 26 日 ( 土 ) 午後１時 30 分～３時 30 分　●場所　郷土博物館　２階学習室
●定員　50 人（先着順）　●参加費　100 円（別途、入館料が必要です）
●申し込み　３月８日（火）～ 24 日（木）に博物館へ電話で申し込みください。

開催

　展示作品 　昨年の演奏会の様子

お話会の様子

記号説明 日時 場所 内容
対象 費用

問い合わせ

催し
定員

持ち物・服装
送付先

講師
申し込み

近藤聡さん
（ヴァイオリン）

体験の様子

宮下絵美さん
（ピアノ）
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明科公民館
世界を巡る料理講座～スペイン編～

問 明科公民館内明科地域課
 62・4605　  62・5894

　スペインの定番料理パエリアと
デザートなどを作ります。
　３月 25日（金）
午前９時 30分～正午

　明科公民館　調理実習室
　市内在住または在勤の人
　安井邦夫館長
　1,000 円（受講料含む）
　20人（先着順）
　３月 14日（月）・15日（火）に
明科公民館へ電話で申し込みく
ださい。（受付時間は午前９時～
午後５時）

日

場
対
講
費
定
申

３月１日から開館
　冬季休館していた穂高陶芸会館
が開館。作陶体験など随時受け付
けています。
　▷３月・11 月・12 月　午前９
時～午後４時　▷４月～ 10 月　
午前９時～午後５時

　作陶体験を希望する場合は、事
前に申し込みください。

※休館日　月曜日（月曜日が祝日
の場合はその翌日）

日

申

三郷公民館
家庭教育講座ひまわりクラブ

問 三郷地域課　  77・2109　  76・3077

　さまざまな遊びや自然体験、出会いなどを通じて、親と子が絆を深め仲
間との交流を図るひまわりクラブに参加しませんか。
　活動期間　４月～平成 29年３月　午前 10時～午後１時ころ
　10 組程度の親子で班を作り、週１回（水・木・金のいずれか）班活動
をします。クリスマス会などの行事も予定しています。

　入園前の幼児（満１歳以上）とその保護者
　子ども一人につき年額 1,500 円（予定）
　４月４日（月）までに、三郷支所地域課窓口に備え付けの申込書へ必要
事項を記入の上、申し込みください。

　▷事前説明会　３月 25日（金）午前 10時～
　三郷支所　３階第５会議室
▷開講式　４月 15日（金）午前 10時～
　三郷公民館　講堂

日
内

対
費
申

他

穂高陶芸会館

問 穂高陶芸会館　   87・7090

穂高陶芸会館
春の特別展　「放浪の名工～奥田信斎～」展

　奥田信斎は松本平に窯を持って 18 年間にわたり作品を作り続けました。今回は信斎の生き方や信斎焼の魅
力を紹介するとともに、信斎焼を寄贈した寺澤順三さんの講演会も開催します。
●日時　▷講演会　３月 19 日（土）午後１時～２時
　　　　▷展覧会　３月 19 日（土）～４月 17 日（日）
●場所　陶芸会館　展示室
●内容　演題「奥田信斎と信斎焼」　寺澤順三さん（洗馬焼保存会会長）
●参加費　無料
●申し込み　不要

問 穂高陶芸会館　  87・7090

春の親子陶芸教室
　素朴なそば猪

ち ょ こ

口を作ります。お
父さんのお酒のぐい飲みとしても
使えます。
　３月 12日（土）
午前９時 30分～（２～３時間）

　陶芸会館
　市内在住の中学生以下と保護者
　保護者 1,000 円（500㌘）
　子ども800円（500㌘）
　 20 人（先着順）
　３月２日（水）から電話で申し
込みください。（受付時間は午前
９時～午後４時）

日

場
対
費

定
申

募集

　友の会で、楽しみや仲間の輪を広げてみませんか。

豊科近代美術館
●会員特典　▷入館料無料▷美術館および友の
会事業への参加（絵画部、読書会、バラ研究
会、ボランティア、手仕事くらぶ、研修旅行、
音楽会、ワークショップなど）▷会報の配布
▷友の会、美術館事業の定期的な情報提供

●年会費　▷個人3,000円▷家族5,000円
　 問 豊科近代美術館
　  73・5638　  73・6320
申

穂高陶芸会館（陶芸クラブ）
●会員特典　▷入館料無料▷粘土購入の割引など
●年会費　▷1,500 円
　 問 穂高陶芸会館　   87・7090申

田淵行男記念館
●会員特典　▷入館料無料▷グッズ割引▷下記の部会事業への参加など
●年会費　▷個人 3,000 円▷家族会員 5,000 円
こども自然観察教室「むしの会」
●内容　昆虫観察会など（毎月１回）
●対象　おおむね小学３年生から中学３年生とその保護者。兄弟などは小学３年生未満も参加できます。
写真部会
●内容　学習会、撮影会および作品展覧会
　 問 田淵行男記念館　  72・9964　  88・2010申

豊科郷土博物館
●会員特典　▷入館料減免▷友の会事業（研修旅行など）への参加
●年会費　▷１部会1,000円
●講座を開催する部会　▷押絵部　毎月第１土曜日▷植物画部　毎月第２・４水曜日▷刺しゅう部　毎月
第１・３火曜日▷絵手紙部　毎月第１・３火曜日▷郷土史部　毎月第４土曜日

※開催日は変更になる場合があります。
●展覧会を開催する部会　▷書道部▷写真部▷押絵部▷水墨画部▷植物画部▷絵手紙部
●自然と遊ぶ・学ぶ部会　▷山草部（展示会・苗交換・栽培講習会などの活動）▷サクラソウ部（展示会・
苗交換・栽培講習会などの活動）▷自然部（自然探訪会などの活動）

●郷土の歴史・文化を学ぶ部会　▷郷土史部（古文書講座・歴史散策などの活動）▷戦時生活（戦争体験
資料研究などの活動）

　 問 豊科郷土博物館　  72・5672　  72・7772申

臼井吉見文学館
●会員特典　▷入館料無料▷文学館、友の会主催
の講演会・研修会刊行物配布▽同伴者の入館料
割引（一人のみ）

●年会費　▷一般 2,000 円
　 問 臼井吉見文学館　   72・6743申

安曇野髙橋節郎記念美術館
●会員特典　▷入館料無料▷グッズ割引▷友の
会・美術館広報の配布▷音楽会など友の会事業
への優先的な参加

●年会費　▷一般2,000円▷家族会員1人1,000
円▷賛助会員 1口 2万円

　 問 髙橋節郎記念美術館　  81・3030　  82・
0551

申

講座・募集
記号説明 日時 場所 内容
対象 費用

その他送付先 問い合わせ

定員
持ち物・服装

講師
申し込み

他

博物館・美術館など　友の会　会員募集

家紋入緑釉大火鉢

アンアンアウのイラスト
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AZUMINO CITY RADIO

　３月 14日（月）からコミュニティー FMラジオ「あづみ野エフエム」を活用して、
イベントや各種講座など、暮らしに役立つ身近な情報を発信するラジオ番組を次
の時間帯で試験放送します。どうぞお聞きください。
　なお、本放送は４月１日（金）から同時間帯で開始予定です。

各家庭のラジオで
お聞きください

※火災や災害など、緊急情報は、あづみ野エフエムの番組の中で随時放送する予定です。
※お悔やみ放送は行いません。

番組Ⅰ 安曇野市政情報（仮称）

防災行政無線　各家庭の戸別受信機からの放送は３月 31日（木）で終了します

番組Ⅱ　広報あづみのラジオ版

●日時　月曜日から日曜日まで毎日２回
　午前６時 55 分～７時
　午後６時 55 分～７時
●内容　イベントや各種講座、健診、税の納期、
子育て支援、生活環境など暮らしに役立つ身近
なお知らせをピックアップして放送
※お知らせの概要は、市ホームページでもご覧い
ただけます。

●屋外デジタル防災行政無線の放送内容　「防災・災害情報」、「行方不明者の情報提供」、「有害鳥獣出没情報」
などを緊急放送します。防災・災害情報は、デジタル防災行政無線のほか、市メール配信サービスや市ホー
ムページ・ツイッター、緊急速報メールなどでもお知らせします。
●戸別受信機の回収　各家庭に配布した戸別受信機を４月 10 日（日）（三郷・堀金・明科）・17 日（日）（豊
科・穂高）に回収します。
　※詳しくは広報あづみの２月 17 日発行号３ページをご覧ください。

●日時　月曜日から金曜日まで毎日２回
　午後０時 45 分～１時
　午後２時 45 分～３時
●内容　広報誌に掲載している行政情
報をもとに各種制度の説明や暮らし
に役立つお知らせを放送

安曇野市ラジオ番組
３月14日（月）～
試 験 放 送 開 始

編集・発行  安曇野市政策部秘書広報課　〒399－8281 長野県安曇野市豊科6000
71・2000㈹ 71・5000　代表E-mail：info@city.azumino.nagano.jp

印刷（有）アルプス印刷　印刷経費　1部 9円

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（ 34・2515）まで

広告欄 広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

次回発行…広報あづみの3月16日（水）




